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この度、スパイラル／株式会社ワコールアートセンターでは、2008 年 10 月 29 日（水）から 11 月 3 日（月・祝）まで、

エマージング・ディレクターズ・アートフェア｢ウルトラ 001｣と題したアートフェアをスパイラルガーデン（スパイラル１F）

にて開催いたします。 

 

若手ディレクター25 名による、新形式のアートフェア 

 

今や世界中で開催されるアートフェア。本アートフェアは、通常の

ギャラリー単位で出展されるアートフェアとは一線を画し、ギャラリ

ーで実際に作家、作品を選ぶディレクター個人を出展単位として

開催する新しい試みです。参加ディレクターの年齢を、40 歳以下

に設定しています。美術が本来持っている個の力を、作品から、展

示から、またマーケットから引き出すことを目的とし、美術界の次

代を担う若手ディレクターにスポットをあて、常に新鮮な感性を届

けるフェアとしての継続を図ることを意図しています。 

「ウルトラ」は語源であるラテン語の「～の彼方に、～を越えて」が

意味するように、新形式のアートフェア形成の実現を目指し、また

ここから美術マーケットが新たな広がりを見せることへの期待が込

められています。若手ディレクター25 名によってセレクトされた作

品の数々を、この機会にご覧いただければ幸いです。また本アー

トフェアは、今後毎年秋に継続して開催する予定です。 

 

◆開催概要 

会期：2008 年 10 月 29 日（水）～11 月 3 日（月・祝） 11:00～20:00 会期中無休 入場無料 

内覧会：10 月 28 日（火）17:00～20:00 ／ レセプション：10 月 28 日（火） 20:30～22:30 

 

主催：ウルトラ実行委員会 

フェアマネージャー 池内務（株式会社レントゲンヴェルケ）、株式会社ワコールアートセンター 

企画制作：スパイラル 

 

 

 

  

 

ディレクターを単位とする、新形式のアートフェアを開催 

エマージング・ディレクターズ・アートフェア 「ウルトラ 001」 

2008 年 10 月 29 日(水)～11 月 3 日(月・祝) スパイラルガーデン（スパイラル 1F）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
大矢加奈子 flower 2008 アクリル絵具、油絵具、パネル

330x240mm

\60,000

ディレクター 戸塚憲太郎（hpgrp GALLERY 東京、東京） 

スパイラル／株式会社ワコールアートセンターは、株式会社ワコールが 100％

出資して 1985 年に設立した関連会社です。東京・青山の複合文化施設「スパ

イラル」を拠点に、アートの事業化を目指し、展覧会やイベントの企画、生活雑

貨の販売、CD レーベルの運営、トータル・ビューティ・サロン、レストランなど、

幅広い事業を通して、生活とアートの融合したライフスタイルを提案していま

す。 

この件に関するお問い合わせ先 

スパイラル／株式会社ワコールアートセンター 

広報部  

〒107-0062  東京都港区南青山 5-6-23 
ＴＥＬ 03-3498-5605  ＦＡＸ 03-3498-7848 

E-mail press@spiral.co.jp 

 
 



          
 

◆出展ディレクターリスト （五十音順・敬称略） 

 

01.青山秀樹 （青山｜目黒、東京） 

02.天野智恵子 （AIN SOPH DISPATCH、名古屋） 

03.市川靖子 （nico project、東京） 

04.伊藤悠 （magical, ARTROOM、東京） 

05.加藤育子 （スパイラル、東京） 

06.小暮ともこ （GALLERY 小暮、東京） 

07.児玉公義 （児玉画廊、京都/東京） 

08.小塚真里繪（Gallery Kozuka、名古屋） 

09.小和田愛 （Gallery Teo、東京） 

10.笹原友香 （Yuka Sasahara Gallery、東京） 

11.竹崎和征＋蜷川敦子 （Take Ninagawa、東京） 

12.戸塚憲太郎 （hpgrp GALLERY 東京、東京） 

13.南塚真史 （NANZUKA UNDERGROUND、東京） 

14.西冬樹 （ART TOKYO、東京） 

15.藤城里香 （無人島プロダクション、東京） 

16.細井眞子 （TARONASU、東京） 

17.幕内政治 （新生堂、東京） 

18.松島英理香 （CASHI、東京） 

19.三上善司 （ZENSHI、東京） 

20.水野慶子 （ユミコチバアソシエイツ、東京） 

21.水野亮子 （株式会社レントゲンヴェルケ、東京） 

22.森裕一 （モリユウギャラリー、京都/東京） 

23.山本ゆうこ （山本現代、東京） 

24.吉井仁実 （hiromiyoshii、東京） 

25.ジェフリー・イアン・ローゼン （gallery.sora./Taka Ishii Gallery、東京） 

 
 



          
 

◆出品画像 参考資料 

 

             
平田あすか 「連奏」                          栗山斉 「life reduction」 

（天野智恵子/AIN SOPH DISPATCH、名古屋）              （伊藤悠/magical, ARTROOM、東京） 

 

                 

龍口経太                             三浦篤正 「森象 no.50」 

（小暮ともこ/GALLERY 小暮、東京）                （小塚真里繪/Gallery Kozuka、名古屋） 

 

              

問谷明希 「twilght」                             山元勝仁 「AIR」 

（小和田愛/Gallery Teo、東京）                  （笹原由香/Yuka Sasahara Gallery、東京） 

 

 

 

 

 

 
 



          
 

◆出品画像 参考資料 

 

                           

川上雅史                                    山口英紀 「動脈」 

（細井眞子/TARO NASU、東京）                        （幕内政治/新生堂、東京） 

 

                  

鷹野隆大 「赤い革のコートを着ている」                         永岡大輔 untitled 
（水野慶子/ユミコチバアソシエイツ、東京）               （戸塚憲太郎/hpgrp GALLERY 東京、東京）  

 

 

   
興梠優護 「wry mouth」 

     （松島英理香/CASHI、東京) 

 

※作品画像、作家名・タイトル、ディレクター・所属 の順 

 

 
 



          
 

 

 

 

エマージング・ディレクターズ・アートフェア「ウルトラ」をはじめるにあたって 

 

 

今やブームでもあるアートフェア。頂点であるアート・バーゼルから、今年始まった 101 にいたるまで、今やその数は

400 を超えるといわれ、世界中のギャラリーが出展にしのぎを削っています。 

 

周知の通り、アートフェアの出展単位は基本的にギャラリーです。法人単位、と言っても良いでしょう。殆どが自らの取

り扱い作家をグループ展で並べ、販売する、という形式であると思います。一方で大型のフェアの一角で若いアーティ

ストが個展形式での展示販売をある種イベント的に展開する、という方法も取られています。 

 

そうした中、この企画である「ウルトラ」はこれまでの方法から一線を画すアートフェアです。「ウルトラ」は法人を出展

単位としません。また、アーティストの個展もその旨としません。 

 

Q.ではその単位は？ 

A.ディレクター。 

 

「ウルトラ」はディレクター個人をその出展単位とする事で、美術が本来持っているであろう、「個」の力を作品から、ま

た展示から、またマーケットから引き出すという目論見のもと企画されます。 

 

ディレクター=オーナー=ギャラリーなのだからこれまでのフェアと同じではないか？という意見もありましょうが、責任

の所在を個人に移行する事で生まれる、心理的な効果は、いつものアートフェアとはまた違った空気を生み出すでし

ょう。更に、一つのギャラリーから複数のディレクターが出展する、という事も「ウルトラ」は容認します。 

 

さらに、ディレクターの年齢制限を設けます（出品作家には設定しません）。美術業界の活性化という観点からも若い

世代がその表現の場を持つ事は大変に重要な事です。また、どんな「ヤング」アートフェアであっても、必ず保守化し

ていきます。それを年齢制限の力も利用し、常に若々しく、常に瑞々しいフェアの継続を図るものです。 

 

ウルトラはその語源であるラテン語の、「～の彼方に、～を越えて」のように、新しいアートフェア形式の提言と形成、そ

れによって新しい形での美術マーケットの体力増強を、その旨としています。 

 

フェアマネージャー 池内務 

 

 

 

 

 

 
 



          
 

 
 

オープン

 

◆開催概要 

タイトル：エマージング・ディレクターズ・アートフェア「ウルトラ００１」 

 

会期：2008 年 10 月 29 日（水）～11 月 3 日（月・祝）  

11:00～20:00 会期中無休 入場無料 

 

前日、10 月 28 日(火)に内覧会を開催します。追って招待状をお送り致します。 

17:00～20:00 内覧会 （スパイラルガーデン） 

20:30～22:30 レセプションパーティ （スパイラルガーデン） 

19:00～24:00 アフターパーティ （EATS and MEETS Cay） 

 

会場：スパイラルガーデン（スパイラル１F） 

東京都港区南青山 5-6-23 

東京メトロ銀座線・千代田線・半蔵門線 「表参道」駅 B1 出口すぐ 

TEL 03-3498-1171  URL http://www.spiral.co.jp 

 

主催：ウルトラ実行委員会 

フェアマネージャー 池内務（株式会社レントゲンヴェルケ）、株式会社ワコールアートセンター 

 

企画制作：スパイラル 

 

 

 

 

 

 

 

 

取材に関するお問い合わせ 

スパイラル／株式会社ワコールアートセンター 広報部 

〒107-0062 東京都港区南青山 5-6-23 

TEL 03-3498-5605  URL http://www.spiral.co.jp 

 

アートフェアに関するお問合せ 

ウルトラ実行委員会 池内務（株式会社レントゲンヴェルケ） 

〒103-0002 東京都中央区馬喰町 2-5-17 

TEL 03-3662-2666  URL http://roentgenwerke.com 


